
 

 

 

  

 

 

 

静岡県立大学グローバル地域センターでは、標記のオンライン講座を開催します。 

報道機関の皆様におかれましては、募集の告知に御協力をお願いします。 

 

１ 趣旨 

 ９期目を迎えた「地震と火山と防災」は、海の地震と陸の地震をテーマに取り上げます。海でも陸でも
地震の報が相次ぎますが、この二つは似て非なるもの。地震のメカニズムも、津波の起こり方も、そして
備え方も違います。それぞれの地震にどう備えればよいのか、オンライン配信の利点を活かして日本中に
お届けします。 
「これだけは知ってほしい」情報を学ぶ講義に加え、東日本大震災の語り部と、能登半島地震の経験者に
よる「震災の経験と教訓が未来の命を守る力になる」講話があります。 
自然災害が起きてから「もっと準備できたのに」と思うのでは遅いと皆さん気づいているはずですよね。
専門家や経験者だからこそ伝えられる日頃の備えの大切さを学び、防災行動へつなげるきっかけになれば
と思います。 
 
２ 日時 

 ２０２６年９月４日（金）・９月 11日（金） いずれも 19：30～21：00 
 ※全２回の講座です。 

 

３ 開催方法・参加者 

 オンライン配信（Zoomウェビナー）/各回 200名 

※要・事前申込 申込方法はグローバル地域センターのホームページからご覧いただけます。 

 申込期限 第１回：９月３日（木）／第２回：９月 10日(木) 

 

４ プログラム（敬称略） 

【第１回】 

海の地震 

 ９／４（金） 

講

義 

「『逃げよう』と言える人になるために」 

 3.11メモリアルネットワーク語り部さん 石川 芳恵 

 「南海トラフの地震活動、どこまでわかっているの？  

～海底から『ゆっくり滑り』を見張る ～」 

海洋研究開発機構 地震火山研究部門 

地球モニタリングセンター海底観測研究グループ 主任研究員 山本 揚二朗 

【第２回】 

陸の地震 

９／１１（金） 

講

義 

「備えとは何か、何に備えるべきか。 

中間支援で本当に困ったことの事実」 

一般社団法人 能登町定住促進協議会 専務理事 森 進之介 

「内陸の地震活動、どこまでわかっているの？ 

～熊本地震から備えに役立つ情報まで～」 

グローバル地域センター自然災害研究部門 特任教授 楠城 一嘉 

※各回とも講義終了後に質疑応答の時間を設定しております。 

コーディネーター ： グローバル地域センター自然災害研究部門 特任教授 楠城 一嘉 

提 供 日     2026/08/19 

タイトル  第９期防災講座「地震と火山と防災」～海の地震と陸の地震～ 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

グローバル地域センター 

連 絡 先  054-245-5600 

２０２６年度 第９期防災講座「地震と火山と防災」 

～海の地震と陸の地震～をオンラインで開催します 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階 

静岡県立大学グローバル地域センター 

電話 054-245-5600   

メールアドレス glc（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp       

 

     

静岡県立大学記者提供資料 

 


